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日本共産党野洲市委員会 
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■市施設のサービス拡充について  
中主保健センターでの乳幼児健診が

廃止されようとしています。合併後の

「重複施設」やサービスの統合です

が、サービスの後退は許されません。 
 

■雇用の維持と市の対応について  
市が市内企業に「雇用の維持」へ緊

急要請をしましたが、引き続き、雇用と

暮らし守る市施策を求めます。 
 

■野洲農業について市長の考えは  
「このままでは農業も集落も維持でき

ない」と切実な声です。市長自身に野

洲市農業についての考えを聞きます 

 

「やす民報」２月２８日付での、「中学校通学ヘルメット補助１０００円が５００円に」
のお知らせは、従来とおり１０００円の補助が継続されることになりました。 

３月議会は１０日から審議が始まります。日本共産党市議団は市
民のみなさんから寄せられました、雇用と営業、福祉・医療など
の切実な願いの実現へがんばります。 

■市民の暮らしと営業を守る市政へ  
新市長になっての初めての新年度

予算です。市長の政治姿勢や暮らし

と営業守る市政の実現へ日本共産

党市議団を代表して質問します 
 

○経済情勢の認識について 

○同和行政の終結について 

○福祉、教育の削減予算について 

○住宅リフォーム制度の実施について 

○保育所の公的保育について 

○学習指導要領と学力テストについて 
 
その他、この間、市民の皆さん 

から寄せられました願いを市長 

に質問します。 

■若者の声をまちづくりに反映を  
野洲市のまちづくりに、もっと若者の

声が反映されるべきです。市として若

者による街づくり委員会を設置し、まち

づくりをすすめるよう求めます。 
 

■環境問題の取り組みについて  
市長に対して、地球温暖化問題に対

する認識と市としての取り組みについ

て質問します。その上で、市民が取り

組む運動への一層に支援を求めま

す。 
 

 

 

  

「消費税増税反対」「中学校卒業までの医療費無

料化」の署名にご協力ください。 


